
  

                        

 

《 七夕に寄せて 》    「 ありがとう、ありがとう 」    №1 

一人のお母さんから、とても大切なことを教えられた経験があります。   

そのお宅の最初に生まれた男の子は、高熱を出し、知的障害を起こしてしまい

ました。次に生まれた弟が 2歳のときです。ようやく口が聞けるようになった

その弟がお兄ちゃんに向かって、こう言いました。「お兄ちゃんなんてバカじ

ゃないか」、お母さんは、はっとしました。それだけは言ってほしくなかった

言葉だったからです。そのとき、お母さんは、いったんは弟を叱ろうと考えま

したが、思い直しました。弟にお兄ちゃんをいたわる気持ちが芽生え、育ってくるまで、長い時間

がかかるだろうけど、それまで待ってみよう。 

 その日から、お母さんは、弟が兄に向かって言った言葉を、自分が耳にした限り、毎日克明にノ

ートにつけていきました。そして 1年たち、2年たち・・・。しかし、相変わらず弟は、「お兄ちゃ

んのバカ」としか言いません。お母さんは何べんも諦めかけ、叱って、無理やり弟の態度を改めさ

せようとしました。しかし、もう少し、もう少し・・・と、根気よくノートをつけ続けました。 

 弟が幼稚園に入った年の七夕の日、偶然、近所の子どもや親戚の人たちが家に集まりました。人

があまりたくさん来たために興奮したのか、お兄ちゃんがみんなの頭をボカボカとぶちはじめまし

た。みんなは「やめなさい」と言いたかったのですが、そういう子であることを知っていましたか

ら、言い出しかねていました。そのとき、弟が飛び出してきて、お兄ちゃんに向かって言いました。

「お兄ちゃん、ぶつならぼくだけぶってちょうだい。ぼく、痛いって言わないよ」。お母さんは長い

こと、その言葉を待っていました。その晩、お母さんはノートに書きました。「ありがとう、ありが

とう、ありがとう、ありがとう、ありがとう……」。ほとんど無意識のうちに、ノートの終わりのペ

ージまで鉛筆でぎっしり、「ありがとう」を書き連ねました。人間が本当に感動したときの言葉は、

こういうものです。 

 やがて、弟は小学校に入学しました。入学式の日、教室で初めて席が決められました。ところが

弟の隣に、小児マヒで左腕が不自由な子が座りました。お母さんの心は動揺しました。家ではお兄

ちゃん、学校ではこの友だちでは、幼い子に精神的負担が大き過ぎるのではないかと思ったからで

す。その夜、ご主人と朝まで相談しました。家を引っ越そうか、弟を

転校させようかとまで考えたそうです。結局、しばらく様子を見てか

ら決めようということになりました。学校で最初の体育の様子を見

てから決めようということになりました。 

学校で最初の体育の時間のことです。受持ちの先生は、手の不自由

な子が体操着に着替えるのを放っておきました。 手伝うのは簡単で 

❤ Happy Birthday  ７／６‥浅井 悠利さん  


